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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月27日(2010.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼帯に付着する汚れを洗浄剤により洗浄する洗浄工程（１）と前記洗浄工程（１）が施
された後の前記鋼帯をリンス剤によりリンスするリンス工程（２）を有する鋼帯の洗浄方
法であって、
前記リンス工程（２）で用いるリンス剤は、下記一般式（１）：
【化１】

（式中、Ｒ1は炭素数１４～１８の炭化水素基を示し、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、同一又は異な
って、水素原子又は炭素数１～３の炭化水素基を示す。Ｘ－は無機アニオン又は有機アニ
オンを示す。）で表されるカチオン性界面活性剤（ａ）を含有する水系組成物であり、か
つ、
前記リンス工程（２）では、前記鋼帯にリンス剤を接触させる工程を少なくとも一つ有し
、かつ、前記少なくとも一つのリンス剤を接触させる工程において、リンス剤の少なくと
も一部を循環して使用する、鋼帯の洗浄方法。
【請求項２】
　前記リンス剤が、更に、下記一般式（２）：
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Ｒ5－Ｏ－｛（ＥＯ）ｍ／(ＡＯ)ｎ｝Ｈ　　　　　　（２）
（式中、Ｒ5は炭素数１２～１８の直鎖若しくは分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基、
ＥＯはエチレンオキシ基、ＡＯは炭素数３～４のアルキレンオキシ基、ｍはＥＯの平均付
加モル数を示し、１～３５の数であり、ｎはＡＯの平均付加モル数を示し、０～３５であ
る。（ＥＯ）ｍ／(ＡＯ)ｎはＥＯがｍ個とＡＯがｎ個とが配列して付加していることを表
し、これらの配列はブロックでもランダムでもよい。）で表される非イオン性界面活性剤
（ｂ）を含有する水系組成物である請求項１記載の鋼帯の洗浄方法。
【請求項３】
　前記リンス工程（２）における、前記鋼帯に前記リンス剤を接触させる工程は、ブラシ
しながら前記リンス剤で前記鋼帯をリンスする工程（２１）、及び／又は前記リンス剤を
スプレーしてブラシせずに前記鋼帯をリンスする工程（２２）を、含む請求項１又は２記
載の鋼帯の洗浄方法。
【請求項４】
　前記リンス工程（２）における、前記鋼帯に前記リンス剤を接触させる方法は、少なく
とも、前記リンス剤をスプレーして前記鋼帯をリンスする工程（２２）を含み、
かつ、当該スプレーリンス工程（２２）における、
スプレーヘッド圧が０．０５～１．５ＭＰａ、
スプレー量が０．５～１００ｍ３／時間、
スプレー時間が０．０１～３０秒、
である請求項１～３のいずれかに記載の鋼帯の洗浄方法。
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